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そして平成 24 年 10 月 6 日～12 月 9 日まで愛知県三河湾の佐久島において展示された。
展覧会は研究論文の第２章第６節で論じている「空間と場」の関係性を作品化した「浮
寝の旅」「たこつぼとおんな」「満月の夜に（輪舞）」「空いろの島」の４点で構成さ
れ、博士後期課程の３年間の集大成として公開審査作品となった。 
佐久島の港から始まった作品群は神社の境内へとつながり、家並みを通り過ぎながら
坂の上の作品（「空いろの島」）までつづいていた。野外（自然）という空間における
作品は、日常から遊離した無機質な展覧会場とは異なり、日常そのもののなかに存在し
得なければならないことになる。論文（言語）とは異質な視覚・触覚というような触手
ともいうべき感性の多様な関係性が複雑に輻輳することになり、しかも時間・場という
情況の総体ともいうべき関係性を同時に背負う結果ともなる。作品はそのような難問を
抱きながら島の日常と同化する部分と異化するものを演じていき、「空性」の世界観が
佐久島の日常のなかに見事に語られていた。そしてその成果は社会的にも高い評価を得
るとともに、県の芸術の地域展開事業の役割を充分に成就したことになる。その他アー
トスペース AFA、アートコートフロンティア 2011（アートコートギャラリー）、ギャラ
リーサイド２における個展等々主な業績９編があり、現在全国的にも高く評価されつつ
ある作家のひとりであることは確かである。 
 
以上述べてきたとおり、占部史人の現代美術を空性（大乗仏教の根幹をなす思想）の
思想から研究した例はあまりないといえる。美術の新たな萌芽がその国の民度と固有性
という土壌から開花することを自明の理とするならば、占部史人のテーマは当然問わな
ければならなかった問題であったし、現代という情況と歴史的必然性のなかで大いなる
 普遍性を帯びた命題といえる。占部史人の研究テーマの独創性を前提とした「論文」・
「造形作品」は優れたものであり、博士の学位を与えるのに十分であると結論した。 
 
